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1：はじめに

　「D」は、1991年11月から1996年2月にかけ、合計で15号
が発行された、ろう者向けの不定期刊の新聞である。1号から7号までは木村晴美が個人で発行し、8号から15号までは、木村晴美を含むろう者のグループ「Dプロ（D PROとも表記）」の「D編集室」が発行した。
　さて、この「D」は、15号というさほど多いとは言えない号数の中で、何度も手話＝音楽複合体
に関する意見やニュースを掲載している。これは、言い換えれば、この時期のろう者社会において、手話歌が一定の問題を孕むものと捉えられていたということである
。
　そこで本発表では、「D」誌上の手話歌言説を整理し、手話歌の何がどう問題だったのかを考察する。
2：方法

　手話歌に関わる言説から、肯定的なものと否定的なものをそれぞれ抽出し、それぞれの言説が手話歌を「何故」、否定/肯定しているのかを見る。なお、「D」は、編集者によれば「ミニコミ紙である『D』は、編集者の主張を世に問いかけるために存在するのであって、一定の中立公正さ、報道の客観性を求められるマスコミとは、その性格や存在意義が根本的に違う」（No.5: 4）とされているので、掲載された言説の量は、当時のろう者社会における手話＝音楽複合体への賛否の割合とは無関係である。
3：結果

　表1に、「D」紙上に掲載された手話歌言説の一覧を示す。「翻訳記事」とは、書記日本語以外で書かれている記事を、D編集室が書記日本語に翻訳して掲載したものである。また「転載記事」とは、別の媒体に書記日本語で書かれ掲載された文章を、「D」に転載したものである。
　表2に、手話歌に関する肯定的、否定的それぞれの記述の内容を示す。なお、日本国内と国外では、ろう者を取り巻く状況や手話＝音楽複合体のありようが異なる点から、言説を分けて考えるべきなので、翻訳記事中の言説は分析対象としない。

まず、手話歌に対して否定的な言説の内容については、大別すると以下のような主張に分けられた。

· ろう者は本当は手話歌が嫌いなのに、聴者はそれに気付いていない。

· 手話歌はろう者の文化ではない。

· 聴者はろう者に手話歌を押しつけている。

· 手話歌はろう者にはわからないものだ。

· 手話歌をする人の中には、ろう者がどう思うかに無頓着な人がいる。

· 手話歌は手話を軽々しく扱っている。

一方、手話歌について肯定的な言説は次の二つに分けられる。

· 工夫することで手話歌はろう者にも楽しめるものになる。

· やっている人たちが楽しいならばいいではないか。

4：考察

　以上から、1990年代前半から半ばにかけて、日本のろう者社会で手話＝音楽複合体が問題視された時、その問題の殆どは、ろう者と聴者のコミュニケーションの不全に関わるものであったということがわかる。すなわち、ろう者に於いては「何故、聴者は我々のことを理解しないのか」「何故、聴者は我々のことを理解しようとしないのか」という苛立ち、聴者においては「何故、我々はろう者を理解できなかったのか」という悔恨の情が、手話＝音楽複合体に関わる言説に頻出していたのである。

　また、ろう者社会のみ、あるいは（手話法導入に際して先駆的な取り組みをしていた）ろう学校など、実践参与者間の文化的背景の差異が相対的に少ない場においては、手話＝音楽複合体は問題化しないという認識も、数多く見られた。

　つまり、この時期の日本において手話＝音楽複合体が問題視されたのは、それがろう者・聴者双方に、コミュニケーションの不全感を与えるものだったからであり、手話と音楽を結びつけることそのものは、殆ど問題視されていなかったのである。ただ、手話音楽はろう者とは本質的に無関係なものなのか、そうでないのかという点では、若干の意見の対立も見られた。
5：おわりに

拙論（加藤2006）で示したように、1990年代前半と現在では、手話=音楽複合体は、テクストに限っても大幅に変化しており、現代の手話＝音楽複合体を念頭に置いてこれらの言説を見ることは出来ない。しかし、手話＝音楽複合体はそのありようからして、手話と音声言語、ろう者社会と聴者社会というように、お互いに相容れない部分を持つ二つの世界の界面に存在し続けるものであり、ここにおいてコンフリクトが発生する可能性は根絶出来ない。
手話＝音楽複合体実践は美的側面・社会的側面で一定の肯定的価値を生み出しうるものであるが、実践や表象を通してこれに関わる者は、自らの行為が発生させるコンフリクトの量を、最小限に保つよう、常に意識していかねばならないだろう。
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� 15号末尾には、次号をもって休刊との記述があるが、16号の存在は未確認である。


� 手話と音楽を結びつけた芸能は、書記日本語に限っても「手話歌」「手話ダンス」「手話コーラス」など種々あるが、報告者はこれらの総称として暫定的に「手話＝音楽複合体」という語を用いている。


� 日本における手話＝音楽複合体の発展とその内容に関しては拙論（加藤2006）参照。





